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 各機関の迅速測定結果（令和 5 年 9 ⽉ 14 ⽇現在） 

【最新状況】（⼟・⽇・祝⽇公表分は原則として翌営業⽇に更新、下線は更新箇所） 

■東京電⼒                       詳しくはこちら（東京電⼒ トリチウムの迅速測定の分析結果）  

【海⽔】 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 13 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（5.9〜7.2 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

 

【発電所から 10km 四⽅内】 

9 ⽉ 12 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 10km 四⽅内の 2 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を

⾏った結果、トリチウム濃度はどちらの地点においても検出下限値未満（7.1 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 30 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 20 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認

しました。 
 

■環境省                                      詳しくはこちら（環境省ホームページ） 

【海⽔】 

９⽉５⽇〜６⽇に福島県沿岸の９測点、宮城県沿岸の１測点、茨城県沿岸の 1 測点にて採取した海⽔試料を分析

（迅速測定）した結果、すべての測点において、海⽔のトリチウム濃度は検出下限値未満（7〜8 ベクレル/リットル未

満）であり、⼈や環境への影響がないことを確認しました。（環境省） 
 

■⽔産庁                                      詳しくはこちら（⽔産庁ホームページ） 
【⽔産物】  

９⽉ 13 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたホウ

ボウのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 7.3、7.5 ベクレル／kg 未

満）であることを確認しました。（⽔産庁） 
 
 

＜福島県は次ページ＞ 

https://www.tepco.co.jp/decommission/data/analysis/pdf_csv/2023/3q/seawater_rapid_measurement_230914-j.pdf
https://shorisui-monitoring.env.go.jp/
https://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html
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■福島県                        詳しくはこちら（福島県ホームページ） 

【海⽔】  
9 ⽉ 12 ⽇(⽕)採取︓全 9 測点で検出下限値未満（3.4〜4.0Bq/L 未満）であり、⼈や環境への影響がないことを
確認しました。（福島県） 
 
＜参考＞ 
放出前の福島県沖の海⽔中トリチウム濃度は 0.1〜1 ベクレル／リットル程度 
WHO 飲料⽔ガイドライン 10,000 ベクレル／リットル 
 

○本資料は、各機関・当社が実施した海域モニタリング（迅速測定）の結果を、各機関の公表内容をもとにとりまとめたもので

す。各機関の測定結果に関するお問い合わせは、各機関にお願いいたします。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/moni-k.html
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東京電⼒の迅速測定結果 
【海⽔】 
＜9 ⽉ 14 ⽇公表＞ 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 13 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（5.9〜7.2 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

 

【発電所から 10km 四⽅内】 

9 ⽉ 12 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 10km 四⽅内 2 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏っ

た結果、トリチウム濃度はどちらの地点においても検出下限値未満（7.1 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標

である30ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や20ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しまし

た。 

 

＜9 ⽉ 13 ⽇公表＞ 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 12 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（7.0〜7.8 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

 

【発電所から 10km 四⽅内】 

9 ⽉ 11 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 10km 四⽅内 1 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏っ

た結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.2 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 30 ベクレル/リッ

トル（放出停⽌判断レベル）や 20 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

＜9 ⽉ 12 ⽇公表＞ 
【発電所から 3 ㎞以内】 
9 ⽉ 11 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った
結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（6.2〜7.0 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤
指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを
確認しました。 
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＜9 ⽉ 11 ⽇公表＞ 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 10 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（6.4〜7.8 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

 

＜9 ⽉ 10 ⽇公表＞ 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 9 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（6.0〜8.0 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

また、8 ⽉ 30 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔で検出下限値を 0.4 に下げて実

施した通常の分析について、9 ⽉ 7 ⽇に 6 地点の結果を公表しましたが、残りの 4 地点の結果が出ましたのでお知らせし

ます。 

4 地点のトリチウム濃度は、放⽔⼝からもっとも近い地点（放⽔⼝から約 200m の地点）において、0.43 ベクレル/リット

ル（検出下限値︓0.33ベクレル/リットル）、その他の3地点（放⽔⼝から600〜1,600ｍ）において、検出下限値未

満（0.31〜0.32 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベ

ル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

＜9 ⽉ 9 ⽇公表＞ 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 8 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（5.9〜7.4 ベクレル/リットル未満））であり、当社の運

⽤指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていること

を確認しました。 

 

＜9 ⽉ 8 ⽇公表＞ 

【発電所から 3 ㎞以内】 

9 ⽉ 7 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（5.3〜8.7 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 
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【発電所から 10km 四⽅内】 

9 ⽉ 6 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 10km 四⽅内 1 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏っ

た結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（7.1 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 30 ベクレル/リッ

トル（放出停⽌判断レベル）や 20 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

＜9 ⽉ 7 ⽇公表＞ 

【発電所から 3km 以内】 

9 ⽉ 6 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（6.2〜7.1 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

また、8 ⽉ 30 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔で検出下限値を 0.4 に下げて実

施した通常の分析について、6 地点の結果が出ましたのでお知らせします。 

6 地点（放⽔⼝から 500〜2,100ｍ）のトリチウム濃度は、1.0〜1.5 ベクレル/リットル※（検出下限値︓0.34〜

0.37 ベクレル/リットル）であり、当社の運⽤指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/

リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。なおその他の 4 地点（放⽔⼝から 200〜1,600ｍ）は、現在

分析中であり、9 ⽉ 10 ⽇までに分析結果を得て、結果を公表する予定としています。 

※放射線環境影響評価において実施した海洋拡散シミュレーションの傾向と齟齬がないと考えております。 

（海洋拡散シミュレーションの結果はこちら） 

 

＜9 ⽉ 6 ⽇公表＞ 

9 ⽉ 5 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（6.5〜7.8 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

 

＜9 ⽉ 5 ⽇公表＞ 

9 ⽉ 4 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（5.9〜7.3 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/ria_202112j.html
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＜9 ⽉ 4 ⽇公表＞ 

9 ⽉ 3 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点においてトリチウム濃度は検出下限値未満（5.8〜6.8 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤

指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを

確認しました。 

 

＜9 ⽉ 3 ⽇＞ 

9 ⽉ 2 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.8〜8.2 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 700 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

＜9 ⽉ 2 ⽇＞ 

【発電所から 3 ㎞内】 

9 ⽉ 1 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（7.0〜7.4 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 700 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

【発電所から 10km 四⽅内】 

8 ⽉ 31 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 10km 四⽅内 1 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏っ

た結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.8 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 30 ベクレル/リッ

トル（放出停⽌判断レベル）や 20 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
 

＜9 ⽉ 1 ⽇公表＞ 

【発電所から 3km 以内】 

8 ⽉ 31 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、トリチウム濃度は、放⽔⼝からもっとも近い地点（放⽔⼝から約 200m の地点）において、10 ベクレル/リットル※

（検出下限値︓8.6 ベクレル/リットル）、その他の地点において、検出下限値未満（5.1〜8.3 ベクレル/リットル未満）

であり、当社の運⽤指標である 700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を

下回っていることを確認しました。 

※当該海域は、海流の流れが数⽇おきに⼊れ替わることがあり、その海流の状況に応じて、数値に変動が⽣じるものと考え

ております。 

なお 8 ⽉ 24 ⽇に採取した海⽔で検出下限値を 0.4 に下げた通常の分析を実施したところ、放⽔⼝から最も近い地点

（放⽔⼝から 200m）において、トリチウム濃度が 2.6 ベクレル（検出下限値︓0.34 ベクレル/リットル）、その他の地点
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においては、検出下限値未満（0.32〜0.35 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 700 ベクレル/リット

ル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

【発電所から 10km 四⽅内】 

8 ⽉ 30 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 10km 四⽅内 3 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏っ

た結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（7.6〜7.7 ベクレル/リットル未満）であり、当社の運⽤指標である 30 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 20 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
 
＜8 ⽉ 31 ⽇公表＞ 
8 ⽉ 30 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った
結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.3〜7.7 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレル/リットル（放出停⽌
判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
 
＜8 ⽉ 30 ⽇公表＞ 
8 ⽉ 29 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 2 地点※にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った
結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（5.9 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レ
ベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
 
※8 ⽉ 29 ⽇は、海象の影響をふまえ、調査船の出航を中⽌し、陸側から試料採取できる 2 地点で試料採取を実施しました。 

 

＜8 ⽉ 29 ⽇公表＞ 
8 ⽉ 28 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 2 地点※にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った
結果、トリチウム濃度は検出下限値未満（7.3 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレル/リットル（放出停⽌判断レ
ベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
 
※8 ⽉ 28 ⽇は、海象の影響をふまえ、調査船の出航を中⽌し、陸側から試料採取できる 2 地点で試料採取を実施しました。 
 

＜8 ⽉ 28 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 27 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点において、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.1〜6.8 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

＜8 ⽉ 27 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 26 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点において、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.1〜6.8 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
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＜8 ⽉ 26 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 25 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点において、トリチウム濃度は検出下限値未満（5.5〜7.6 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 

 

＜8 ⽉ 25 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 24 ⽇に福島第⼀原⼦⼒発電所から 3km 以内 10 地点にて採取した海⽔のトリチウム濃度の迅速な測定を⾏った

結果、すべての地点において、トリチウム濃度は検出下限値未満（4.6〜8.1 ベクレル/リットル未満）であり、700 ベクレ

ル/リットル（放出停⽌判断レベル）や 350 ベクレル/リットル（調査レベル）を下回っていることを確認しました。 
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環境省の迅速測定結果 
【海⽔】 
＜9 ⽉ 11 ⽇公表＞ 

９⽉５⽇〜６⽇に福島県沿岸の９測点、宮城県沿岸の１測点、茨城県沿岸の 1 測点にて採取した海⽔試料を分析

（迅速測定）した結果、すべての測点において、海⽔のトリチウム濃度は検出下限値未満（7〜8 ベクレル/リットル未

満）であり、⼈や環境への影響がないことを確認しました。（環境省） 

 

＜9 ⽉ 1 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 30 ⽇に福島県沖の 11 測点にて採取した海⽔試料を分析（迅速測定）した結果、すべての測点において、海⽔のトリチ

ウム濃度は検出下限値未満（7〜8 ベクレル/リットル未満）であり、⼈や環境への影響がないことを確認しました。（環境

省） 

 

＜8 ⽉ 27 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 25 ⽇朝に福島県沖の 11 測点にて採取した海⽔試料を分析（迅速測定）した結果、すべての測点において、海

⽔のトリチウム濃度は検出下限値未満（7〜8 ベクレル/リットル未満）であり、⼈や環境への影響がないことを確認しまし

た。（環境省） 
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⽔産庁の迅速測定結果 
【⽔産物】 
＜９⽉ 14 ⽇公表＞ 

９⽉ 13 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたホウ

ボウのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 7.3、7.5 ベクレル／kg 未

満）であることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜９⽉ 13 ⽇公表＞ 

９⽉ 12 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラメ

のトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.8、8.9 ベクレル／kg 未満）で

あることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜９⽉ 12 ⽇公表＞ 

９⽉ 11 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラ

メのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 7.5、7.6 ベクレル／kg 未満）

であることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜９⽉ 11 ⽇公表＞ 

台⾵の影響により、9 ⽉ 9 ⽇のサンプル採取(網の設置)が出来なかったため、11 ⽇の分析結果の公表はありません。 

（⽔産庁） 

 

＜９⽉ 8 ⽇公表＞ 

９⽉７⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約 4km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラメの

トリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.6 ベクレル／kg 未満）であること

を確認しました。 

 

なお、台⾵の影響により、昨⽇と本⽇の朝、網を設置していないため、明⽇９⽇と明後⽇ 10 ⽇の迅速分析結果の公表

はありません。（⽔産庁） 

 

＜９⽉ 7 ⽇公表＞ 

９⽉６⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラメ

のトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.9、8.7 ベクレル／kg 未満）で

あることを確認しました。（⽔産庁） 
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＜９⽉５⽇公表＞ 

９⽉４⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラメ

のトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約８ベクレル／kg 未満）であること

を確認しました。（⽔産庁） 

 

＜９⽉ 4 ⽇公表＞ 

９⽉３⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラ

メのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.2、8.1 ベクレル／kg 未満）

であることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜９⽉３⽇公表＞ 

９⽉２⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたマダイ

のトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.3、8.5 ベクレル／kg 未満）で

あることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜９⽉２⽇公表＞ 

９⽉１⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラメ

のトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.7 ベクレル／kg 未満）であるこ

とを確認しました。（⽔産庁） 

＜9 ⽉ 1 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 31 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約４km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側５km で採取されたヒラ

メのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.5 ベクレル／kg 未満）である

ことを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜8 ⽉ 31 ⽇公表＞ 
8 ⽉ 30 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約 4km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側約 5km で採取されたト
ラフグのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約８ベクレル／kg 未満）であ
ることを確認しました。（⽔産庁） 
 

＜8 ⽉ 29 ⽇公表＞ 

台⾵ 10 号の影響により、27 ⽇と 28 ⽇にサンプルの採取が出来なかったため、29 ⽇と 30 ⽇の結果報告はありません。

（⽔産庁） 

 

＜8 ⽉ 28 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 27 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約 4km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側約 5km で採取され
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たヒラメのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.6 ベクレル／kg 未満）

であることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜8 ⽉ 27 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 26 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約 4km で採取されたホウボウ及び同放出⼝の南側約 5km で採取さ

れたヒラメのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約 8.8 ベクレル／kg 未

満）であることを確認しました。（⽔産庁） 

 

＜8 ⽉ 26 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 25 ⽇朝に ALPS 処理⽔放出⼝の北側約 4km で採取されたヒラメ及び同放出⼝の南側約 5km で採取されたホ

ウボウのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（8.1〜8.2 ベクレル／kg 未満）

であることを確認しました。（⽔産庁） 
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福島県の迅速測定結果  
【海⽔】 

＜9 ⽉ 14 ⽇公表＞ 

9 ⽉ 12 ⽇(⽕)採取︓全 9 測点で検出下限値未満（3.4〜4.0Bq/L 未満）であり、⼈や環境への影響がないことを

確認しました。（福島県） 

 

＜9 ⽉ 6 ⽇公表＞ 

9 ⽉ 3 ⽇(⽇)採取︓全 9 測点で検出下限値未満（3.8〜4.4Bq/L 未満）であり、⼈や環境への影響がないことを確

認しました。（福島県） 

 

＜9 ⽉ 1 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 30 ⽇採取︓全 9 測点で検出下限値未満（3.9〜4.4Bq/L 未満）であり、⼈や環境への影響がないことを確認し

ました。（福島県） 

 

＜8 ⽉ 27 ⽇公表＞ 

8 ⽉ 25 ⽇に福島県沖の 9 測点にて採⽔した海⽔のトリチウム濃度は、迅速分析を実施した結果、すべての測点で検出

下限値未満（3.7〜4.1 ベクレル／リットル未満）であり、⼈や環境への影響がないことを確認しました。（福島県） 
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